
異国の友 
 

寒い部屋で世界地図を広げていたね 
君は生まれた国を指で差し 
肌の色や話す言葉違っただけで 
分かり合えないことを悲しんだ 

一人一人は優しいくせになぜ戦うのだろう 
平和のために争うなんて少しおかしいね 

 
酒を呑んで少しはどう気分も晴れた？ 

君は祖国の歌を歌い出す 
若くて勇気のある狩人の歌 
愉快な振りをつけて踊ったね 

大事にしてるママの写真を胸にぶら下げてた 
心優しい異国の友は今、戦いの中 

 
写真入りの手紙はもう届きましたか 

新しい恋人と腕を組み 
街を歩く僕のことをどう思うのか 
うしろめたい気持ちもするけれど 

遠く離れた異国の友は返事を寄越さない 
生きているのかそうじゃないのかそれさえわからない 

 
大事にしてるママの写真を胸にぶら下げてた 
心優しい異国の友は今、戦いの中．．． 

 
 


